
魅力あふれる１年に魅力あふれる１年に
ビーガンチーズ完成ビーガンチーズ完成

園芸科で、もち米から作るビーガンチーズのワークショップを開催しました。講師に
は兵庫県丹波篠山市で地域おこし協力隊として活動されている間絵莉子さんをお招
きし、園芸科で今年初めて収穫したもち米を使って、植物性チーズの作り方を学びま
した。自分たちで育てたもち米が新しい食の形に変わる過程に、生徒たちは興味
津々。食の多様性について理解を深める貴重な機会となりました。完成したチーズは
今後さまざまな場所で販売予定です。乞うご期待ください！

久米島高校久米島高校

#ビーガンチーズ

第 4回ハタラクミライトーク第 4回ハタラクミライトーク
先月に引き続き第4回目となる「働く未来トーク」の今回のゲストは映
像監督として活動しているチェンコ塚越さん。多くの人が一度は目に
したことがあるCMを数多く手掛け、俳優への演技指導まで行うマルチ
な活躍をされている塚越さんと高校生7名が参加しました。それぞれの
夢や目標に対してのアドバイスも個別で行う時間もあり、一人ひとり

に丁寧に接してくださる姿が印象的でした。
第5回以降も様々な業種のゲストを招き、キャリアの幅を広げるきっかけをつくっていきます。

公営塾公営塾

#映像監督

新デザインの冬服に１年生歓喜新デザインの冬服に１年生歓喜
今年度より新デザインに切り替わった冬服がじんぶん館に届きました。早速試着して嬉しそ
うな表情の生徒たち。少しずつ肌寒くなってきたこの時期にぴったりな装いでした。離島留学
生として県外から入寮した9名ですが、久米島高校の新たな伝統をつくる存在として、島の文
化や仲間との関わりを大切にしながら日々成長しています。小さな変化を積み重ねながら、こ
の島でしか得られない学びを深めていってほしいと思います。

じんぶん館じんぶん館

#新制服

西中まなびやイベント西中まなびやイベント
“西中学校まなびや”では月に１回イベントを開催しています。ここ最近のイベ
ントをご紹介します。
10月 チュッパチャップスを使い「ハロウィンスパイダー」を製作しました。カラ
フルなモールを使い、生徒たちの個性が出る作品が仕上がりました。
11月 7月に大好評だったイベントの第2弾！「ベチバー精油でアロマキャンドル」を製作しました。今回初めて
ベチバーに触れる子たちばかりでベチバーについて興味津々、また香りを楽しんでいました。

まなびやまなびや

#イベント企画

横 山　未 来
み　く1年目 まなびや

　神奈川から移住してきました。大好きな久米島で働けることをとても嬉しく思って
います。島の子どもたちの成長をサポートし、自分にできることを精一杯頑張ってい
きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

久米島西中学校１年生が「働くこと」を学ぶ久米島西中学校１年生が「働くこと」を学ぶ
　久米島西中学校で「職業人講話」が開催されました。この取り組みは、町内外で活躍する方々
から直接お話を聞くことで、生徒が“仕事”や“働くこと”に興味を持ち、地域の産業や職業
への理解を深めることを目的としています。当日は、多様な分野の４名を講師としてお招きし
ました。

商工観光課　☎985-7131お問い合わせ

　島で漁師として働く玉城将樹さんが、モズク養殖やマグロの一本
釣り、潜り漁など多様な仕事について紹介しました。海の状況を読
む力や集中力が求められる仕事の大変さと、魚を仕留めたときの大
きなやりがいを語りました。最後に「勉強も遊びも全力で。夢は言
い続ければ叶う」と生徒へ温かいメッセージが送られました。

勉強も遊びも全力で！　勉強も遊びも全力で！　漁師　玉城将樹さん

　元プロサッカー選手の石川和磨さんが、25 歳で夢をつかむまでの
挑戦の道のりを語りました。競争の激しい世界で努力を続ける大切
さや、今の仕事や指導者としての活動に活きる学びについて紹介。「結
果はすぐ出ない。続ける力が大事」と生徒へエールを送り、挑戦し
続ける姿勢の重要さを伝えました。

続ける力が夢をつかむ続ける力が夢をつかむ 元・プロサッカー選手　石川和磨さん

　島らっきょう農家で ICT 支援員、キャリア教育コーディネーター
としても活動する平良百合子さんが、保育士や客室乗務員、ワーホ
リなど多彩な経験を紹介しながら、「苦手こそ学ぶチャンス」「やら
ない後悔より挑戦を」と生徒へメッセージを送りました。多様な働
き方を知る貴重な学びの時間となりました。

挑戦が未来をひらく挑戦が未来をひらく 平良百合子さん

　20 年間養護教諭として勤めた後、「人生の 1/3 が仕事なら挑戦し
たい」と美容の道へ進んだ高江洲なほさん。美容を通して人の気持
ちに寄り添い人生を豊かにできる魅力を伝えました。講話後の洗顔
体験では生徒の感想も多く、最後には「人を支え、モチベーション
を高める素敵な仕事」と感じた声が寄せられました。

挑戦は何歳からでも挑戦は何歳からでも スキンケアアドバイザー　 高江洲なほさん
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